
入稿対応印刷会社導入事例
from FUKUOKA, HOKKAIDO, KYOTO

ARE YOU READY?
WE ARE READY.



北九州市に本社工場を構えるゼンリンプリンテックスは、九州でトップクラスの規模を誇る総
合印刷業。親会社のゼンリンが発行するゼンリン住宅地図はもちろん、会社案内や各種会

報、チラシやパンフレット、ポスターなど一般商業印刷も幅広く扱っている。その強みは、企画・
デザインから印刷・製本まで一貫して行うことができること。さらにはWeb、モバイルなどクロス
メディア事業にも積極的に展開し、より効果の高い広告展開や販促活動もサポートする。まさに
オールインワンの総合力を持った印刷会社だ。

デザイナーと印刷会社 
双方にメリットがある
そうした同社もAdobe CS4の入稿対応を早期
に決めた印刷会社のひとつ。早期対応を決め
た理由を同社生産部の喜島充彦氏は「お客様
のニーズにはすべて対応するというのが、弊
社の基本スタンスだから」と答える。実際
に、現在入稿可能なアプリケーションは幅広く、

Illustratorなら5.5～CS4まで対応できる。

しかし、『顧客ニーズへの対応』というフレー
ズをもっと掘り下げていくと、印刷会社ならで
はの思いがそこにある。
「最新アプリケーションの早期対応を実現する
最大の理由は、デザイナーにもっと新しいア
プリケーションを使ってもらいたい、と思うか
らです。なぜ、そんなふうに思うのかというと、
それは新しいアプリケーションを利用すること
で、表現力の向上、そして業務の効率化とい
ったメリットをデザイナー自身が確実に得られ
るから。印刷会社の使命はデザイナーの希望
を形にすることですので、新しいアプリケーシ

ョンを使ってもらいたいと思う以上、対応する
ことは当然です」（喜島氏）。

一方で、印刷会社にとっても新バージョンに
対応するメリットはあると喜島氏は指摘する。
それは、これまでアプリケーションのバージョ
ンアップは、デザイナーサイドに有利な機能強
化がメインだったのに対し、最近のバージョ
ンアップは出力サイドにとっても恩恵が得られ
るようになってきたからだ。わかりやすい事例
が透明効果。この機能が搭載されたとき、出
力の現場が多かれ少なかれ苦労したのは周知
の事実。しかし、CS2以降では印刷に適した
PDFが簡単に出力できるようになり、PDFワー
クフローに取り組みやすくなったことから、透
明効果が原因となるトラブルが大幅に減った。
当然出力サイドの負担も減ることにつながった。

さらに、新バージョンで出力サイドにもメリッ
トがあることがわかってからは、オペレーター
のモチベーションが向上するという副次的な
効果も生み出した。新しいワークフローに取
り組めばそれだけ生産性が向上し、自身の負
担も減るということがオペレーターに浸透した
ことで、自然と各自がスキルアップを果たして
いるという。「自発的にスキルアップを果たし
た現場には、大きな信頼を置いています。今、
プリプレスの現場はすごく良い状態です」（喜
島氏）。

制作の現場でも上位バージョンに
一本化したいと考えている
社内の制作環境においては、まだまだ最新の
環境とは言えないのが同社の現状だ。移行の
足かせになっているのが「膨大な過去のデー
タ資産の存在」だと同社生産部一般編集課課
長の土居隆士氏は言う。

「正直なところ、はやくCS4へ移行したいとい
う思いはあります。ただ、どうしても過去デー
タを流用しなければならない場面では、なか
なか進められないのが現状ですね。とはいえ、
効率面や設備の刷新を考えると、できるところ
から新しい環境への移行を積極的に進めてい
く必要があるでしょう」と土居氏は今後の展望
を話す。とくに一般商業印刷の分野ではワー
クフローのさらなる最適化を実現するため早
急に進める考えだ。

また、CS4に移行したい理由はもう一つある
という。それは昔を知らない若いスタッフへの
配慮だ。「専門学校等でMac OS Xで動作する
CS2やCS3しか学んでいない学生や派遣社員
に、現場で普通に使っているMac OS9を見せ
ても『なんですかこれ』という状態。ひとつの
成果物を制作するときに、複数の手順がある
ということはメリットでもあるかもしれません

が、今は非効率であるというデメリットのほう

が強く感じます。上位バージョンで一本化でき
れば、新しいスタッフもすぐに力を発揮できま
すし、効率化にもつながります」（土居氏）。

クロスメディア展開で 
CS4の機能に期待する
実際にCS4を使用してみて、その機能には十
分手応えを感じているそうだ。同社ではゼンリ
ングループと共にメディアの壁を越えて、さま
ざまな取り組みを積極的に行っていることもあ
り、印刷の現場だけでなく、クロスメディア展
開への有用性も見いだしている。

同社生産部の西水流薫氏はCS4の可能性をこ
う語る。「InDesignからSWFへの書き出し機
能には将来性を感じました。最近では印刷物
の制作と同時にWebサイトの制作を受注する
ケースが多くなっています。そうした場合でも、
短期間でインタラクティブなWebサイトが制作
できます。CS4によってWebサイト制作に必
要なスキルがだいぶ下がるのではないかなと
思いますね」。

新バージョンへの積極的な対応が多くのメリ
ットを産み出しているゼンリンプリンテックス。
顧客のニーズに対応することで、自社のスキ
ルを向上させてしまうというエネルギッシュな
会社だ。

斬新な取り組みで印刷産業の
発展に積極的に取り組む
株式会社ゼンリンプリンテックス
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company information

株式会社ゼンリンプリンテックス
住所：北九州市門司区松原三丁目5番8号
URL：http://www.zpx.co.jp/

1  SWF書き出し 印刷物とWeb制作を同時に請けるケースが増えています。
簡単にインタラクティブなWebサイトが構築できて便利ですね！

2  ライブプリフライト 自社プロファイルを顧客に配布して作業してもらえれば、
出力トラブルは大幅に減るはず！　これから必要不可欠の機能に！

3 インターフェース すごく使いやすくなったという印象！　アピアランスパレットから
ほとんどにアクセスできてしまうのでは?

ゼンリン
プリンテックス的
CS4のオススメ！
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須田製版は大正12年に創業した老舗印刷会社。札幌市に本社工場を構え、旭川、釧路などに工場を設置。また関東にも営業所を進出させる
など道内外でも営業展開している。創業当初は写真製版業専業だったが、グラビア印刷を始めオフセット印刷機を順次導入。2000年には道

内初となるA全判8色輪転機2台体制を整え、生産力は道内トップクラスに。現在では、多様化・細分化する顧客ニーズに対応し、従来の受注産業
としての印刷業から脱皮し新しい事業領域にも積極的に取り組むなど、革新的な印刷会社として進化し続けている。印刷のデジタル化への取り組み
も道内では早く、1993年のCPC（クリエイティブプランニングセンター）新設と同時にMacを導入。印刷の効率化を進めると同時に、ITを駆使した
システムやワークフローの構築、クロスメディア展開などにも果敢に取り組んでいる。

CS4の早期入稿対応は 
顧客ニーズに応えるため
保守的な考え方の多い印刷業界において、須
田製版はなぜ他に先駆けて新たな試みにチャ
レンジし続けているのだろうか。同社プリプレ
ス部技術部長の大森均氏はこう語る。「やはり
お客様が望むから。わかりやすい例で言えば、
短納期、低コスト。今ではそれに加え、お客
様のニーズは非常に多様化し、細分化されて
います。さまざまな努力をしてそのニーズに応
えるのが弊社の使命だからです」。

る目処が立つまである程度の猶予を置いてい
たそうだが、CS以降はどのバージョンでもリリ
ースと同時に出力対応を謳っている。CS4リリ
ース後1ヶ月というこのタイミングでの入稿実績
はまだ無いが、テスト出力では問題ないとい
う。

Trueflow SEで 
PDF入稿も完全対応
「もちろんPDF入稿なら、CS4で作成したもの
であってもまったく問題ありません」と大森氏
は自信を見せる。須田製版では、Adobe PDF 
Print Engineを搭載した大日本スクリーン製造
のワークフローRIP『True�ow SE』を活用した
PDFワークフローに積極的で、次世代PDFへ
の対応にも取り組み始めている。

「PDF/X-1aをサポートしたCS2以降、PDF
ワークフローへの敷居は劇的に低くなったと
思います。PDFワークフローは、デザイナー、
印刷会社双方にとってメリットがあります。た
とえば添付画像忘れやデータ作成上の問題点
など、不備があった場合は連絡しなければな
らなりませんが、そうするとデザイナーにとっ
ても手間になってしまいます。PDFならそう
した手間を取らせません。ですから、お客様

がCS2以降をお使いであれば、PDFでの入稿
をお勧めしています」（大森氏）。InDesign 
CS4ならば、ライブプリフライト機能を使ってよ
りミスの少ないPDFの書き出しが可能になる。
PDF入稿の敷居はますます下がっていくだろう
との見方をしている。

制作部門でも新たな 
取り組みに積極的
須田製版では、制作部門でも新しい取り組
みに積極的だ。たとえば『チラシ』の自動組
版。JavaScriptで開発し、Illustratorで運用
している。この自動組版システムは同社プリ
プレス部システム課課長の大坂氏が自ら組ん
だもの。InDesignならより高度な自動組版が
できたのだが、協力関係にある制作会社が

Illustratorでの運用が中心であったため、あ
えてIllustratorでの自動組版に挑戦。「当初、
InDesignほど値組の自動化ができるかどうか
不安に感じた部分もありました。しかし、実
際にやってみたらかなりうまくいき、お客様か
らの信頼も得ています」と大坂氏は成果を語
る。もちろん、InDesignでの自動組版も要望
に応じて運用しているという。
現状、須田製版の制作部門ではバージョンの
統一の関係上CS3での作業となっている。一

方でCS4の新機能で魅力的に感じる部分も
多々あるという。「Illustrator CS4のマルチア
ートボードは便利ですね。出力側は出力デー
タの選択に注意しなければなりませんが、ク
リエイターにとってはうれしい機能だと思い
ます。また、インターフェースもさらにこなれ
て使いやすくなったという印象はありますね」
（大坂氏）。

このように須田製版が新たなワークフローを
積極的に取り入れ、自動組版など制作部門で
の効率化を強力に推し進める理由は、つねに
顧客ニーズの具現化を目指しているからなの
は先に述べたとおり。ただ、忘れてはならな
いのが、そのニーズを掘り起こすために各担
当者が顧客とのコミュニケーションを怠ってい
ない点だ。設備や生産力を増強することはも
ちろん大切だが、「顧客とのコミュニケーショ
ンを深める中で、新たなニーズそして効果的
なワークフローが発見でき、双方にメリットが
生まれる」（大森氏）のだそうだ。北海道で印
刷業界に携わる人で知らない人はいないとい
われる須田製版。これからの取り組みにも注
目していきたい印刷会社だ。

大正12年創業の老舗が、
新たなマーケットを切り開く
株式会社須田製版
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company information

株式会社須田製版
住所：札幌市西区二十四軒二条六丁目
URL：http://www.suda.co.jp/

1  マルチアートボード デザインサイドではデータの作成がさらにやりやすくなるでしょう！でも出力側はどのデータを出力するのかチェックが欠かせません。

2  ライブプリフライト
データ作成上のミスが減ることはデザイナーにとっても
印刷会社にとってもプラスになります！　
PDF入稿推進のためにも良い機能です！

3  インターフェース 
全体的にさらにこなれて使いやすくなった印象です！　
やりたい作業が少ないクリック数でできればそれだけ生産性の
向上につながりますね。

須田製版的
CS4のオススメ！

新しいAdobe CS4の入稿対応も素早かった。
リリース直後から入稿対応を謳った理由は2
つあると大森氏は言う。「最大の理由は、繰り
返しになりますがお客様のニーズがあるから。
実際にリリース直後からお客様からの問い合
わせがありました。やはりデザイナーは印刷で
の対応が一番気になるでしょうから、川下で
ある弊社が対応しておくことは義務のひとつと
考えます。もうひとつの理由は、「Adobe CS
以降、出力が安定しているためまったく不安
を感じていなかったから」（大森氏）。以前は
新バージョンが登場しても、安定して出力でき
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日本の印刷業界に『通販』という概念を生み出したグラフィック。徹底的なコスト管理、工
程管理により印刷価格を大幅に圧縮し、オフセット印刷をより身近なものにした立役者だ。

しかも、カラーマネージメントを徹底させ、安くても安定した品質を実現。さらには印刷通販専
用工場で作業を一貫して管理することで、最短24時間以内の発送も実現する。これまでの印刷の
常識を次々に打ち砕いてきた革命児とも言える印刷会社だ。

これまでの常識を覆す 
低価格を実現した印刷通販
グラフィックの前身は製版会社。デジタル化に
より縮小傾向にあった製版業務に変えて、新
たな収益源として2001年から取り組み始めた
のが印刷業務だった。ただ、製版会社として
印刷会社から仕事を請けている以上、同じ地
域で印刷の大々的な営業活動はできない。悩
んだ末に出した答えが、インターネットを利用
した印刷の『通販』だ。これなら商圏を同社
がある京都に限定せず、極小ロットに特化し
て全国展開を行えると考えた。

そこで同社は、印刷会社として初めて楽天市
場に出店。当時A4サイズ500枚のフルカラー
オフセット印刷で8000円というサービスを開始
した。なぜ楽天だったのか、そして当時とし
てはケタ外れの低価格をなぜ実現できたのか、
印刷部印刷通販課係長の竹村石二氏は当時を
こう振り返る。

「当時の弊社にはECの技術がまったくありませ
んでした。まだ売れるかどうかもわからない
状態で大きな投資はできなかったため、まず
はショッピングカート機能のある楽天で始めよ
うと。というより、知識が無くても安心して使
えるサイトは楽天市場しかなかったというのが
本音ですね。おそらく印刷業としては初の出店
だったかと思います。価格については、通販
でやるからには一般の消費者が購入しやすい
価格で、なおかつぎりぎり利益が出る価格を
設定しました。通販であるがために可能なあ
らゆるコストカット、作業の効率化を実践した
ことで実現できた価格でした」。

絶対的な高品質と 
サポート力が躍進の決め手
とはいえ、出店当初は、安すぎて不安だ、本
当にオフセット印刷なのか、といった価格と品
質を疑問視する問い合わせが相次いだそうだ。
しかし、同社の前身は印刷会社の下請けとな
る製版業。品質、コスト、納期などあらゆる
面で厳しい環境下での作業をこなしていくうち
に自然と技術力が付いた。同社工場長の橋井
浩氏は「印刷も社内で行うことで、製版で培っ
た色再現の技術やデータをミス無く出力する技
術がより活かされるようになった。品質には絶
対の自信がある」と強調する。徹底したプロフ
ァイル管理を行うことで、印刷機の個体差によ
るバラつきを軽減して標準印刷を実現した。

こうして、品質の高さと価格の安さが顧客に
支持され、その評判が口コミ的に広がり今で
は印刷通販のトップ企業として成長。現在は
自社サイトで多彩なサービスを展開している。
同社の強みを印刷部印刷通販課課長代理の田
中幸則氏に伺った。

「基本的には高品質、24時間対応、納期厳守
というところですが、強力なサポート力も弊社

の強みだと思います。それがお客様にとって
安心感につながっているのではないでしょうか。
サポートは電話、Webサイトともに充実させ
ています。WebサイトにはDTPに関する疑問
を解決できる『DTPテクニカルガイド』を多数
用意し、ダウンロードできるようになっていま
す。もちろん、データの作り方も必要に応じて
ご説明しています。弊社を利用するお客様に
は一般のお客様も非常に多いので、やはりサ
ポートの強化は特に重要視しています。CS4
サポートももちろん始めています」。

ライブプリフライトの 
プロファイルを配布開始
データ作成に関するマニュアルも早速CS4対
応版をリリース。InDesign CS4のライブプリフ
ライト、Illustrator CS4の分版プレビューなど、
安全に出力するための新機能についても活用
方法を掲載している。

「InDesign CS4のライブプリフライトに関し
ては、弊社推奨の設定をプロファイルにして
Webサイトで配布するサービスを始めました。
うまく活用していただき、データ作成時のミス
の低減に是非お役立ていただきたいですね」
と田中氏。

もちろん、CS4のデータ入稿に関してもすでに
対応済みで、すでに数十件程度の入稿実績が
あるという。現状CS4の入稿に関して「現段
階ではまったく問題ない」と竹村氏は胸を張る。
出力周りに関しては前バージョンからあまり変
更がなかったこと、事前のシミュレーションで
も問題はなく、また導入RIPのメーカーである
大日本スクリーン製造からも問題ないという返
答があったことから、早期のCS4の入稿対応
に関して不安はなかったそうだ。

また同社では、PDF/X-1aで入稿するとポイン
ト還元による割引制度を行うなど、PDF入稿
に対して積極的だ。これはPDF入稿からの印
刷が、より安定して行えるという証でもあるだ
ろう。CS2以降、PDF/X-1aの書き出しは非常
に簡単になったため、利用者は徐々に増えて
いるという。

印刷を『通販』という形で新たなマーケットを切
り開いてきたグラフィック。急成長の裏には徹
底した品質管理と、強力なサポート力があっ
た。また、最新の印刷機、最新の色管理シス
テム、最新のワークフローRIPの導入など設備
投資にも積極的で、より高品質な印刷物をさら
に効率よく印刷できる環境をつねに追い求めて
いる。この快進撃はまだまだ続きそうだ。

印刷通販という新たな
マーケットを開拓し急成長！
株式会社グラフィック

company information

株式会社グラフィック
住所：京都市伏見区下鳥羽東芹川町33
URL：http://www.graphic.jp

1  ライブプリフライト グラフィック推奨のプロファイルを配布開始しました。これを使用
して作成したInDesignデータなら出力トラブルが激減するはず！

2  分版プレビュー
Illustratorで良くあるトラブルとして、モノクロ印刷物の
制作時のカラー設定ミスが、分版プレビューにより一目瞭然。
是非活用してほしいです！

3  マルチアートボード Illustratorでも簡単なページ物ができるのが良いですね。
PDFに書き出すときも便利で、かなり使える機能でしょう！

グラフィック的
CS4のオススメ！
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全国のAdobe CS4出力対応店／
印刷会社を公開中

出力対応店／印刷会社を募集中
Adobe CS4に対応している出力店／印刷会社様は、左記
Webページに社名を掲載することができます。簡単な手続
きで登録は無料。ビジネスチャンスを広げる絶好の機会と
なりますので、是非アクセスしていただき、ご登録ください。
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